
次の発行は8月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

令和4年度一般会計予算 ▶ p.2

臨時議会の内容 ▶ p.12

一般質問 ▶ p.14

▶ 表紙写真に関する紹介が23ページにあります。
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令和4年令和4年
第1回 臨時会第1回 臨時会

（2月4日）（2月4日）
第2回 定例会第2回 定例会

（2月28日〜3月23日）（2月28日〜3月23日）

2
月
4
日
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
給
付
金
事
業
が
計
上
さ
れ
た

補
正
予
算
な
ど
承
認
2
件
、
議
案
1
件
が
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
月
28
日

か
ら
第
2
回
定
例
会
が
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
4
年
度
の
予
算
案
を
含

む
議
案
19
件
、
同
意
1
件
が
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

発
議
（
※
1
）
2
件
及
び
意
見
書
3
件
に
つ
い
て
も

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

の
一
般
質
問
は
12
名
の
議
員
が
行
い
、
町
政
に
対
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令和4年度一般会計予算は令和4年度一般会計予算は

127127億億597597万円万円
（前年度比2億8767万円増）（前年度比2億8767万円増）

令和 4 年度の税収は ?

（※数字）が付いている用語については P23をご覧ください。

　令和 3年度は、新型コロナウイルスの感染拡大が大きく影響を与え、減収
の予算計上となりましたが、令和 4年度については、令和 3年度を大きく上
回るものとなっています。
　歳入については、町税が 73億 3532 万円（前年度比 7億 172 万円増）、
率にして 10.6%増となりました。これは、令和 3年度限りの新型コロナウイ
ルス感染症に係る固定資産税、都市計画税の特例軽減措置が終了すること、
令和 3年度の法人町民税が見込みを上回って推移しているためです。

町税  
〇町民税　
　個人分 20 億 7651 万円 （前年度比 5193 万円増）
　法人分　5 億 1106 万円 （前年度比 1 億 3744 万円増）
〇固定資産税
　　　　 40 億 4722 万円 （前年度比 4 億 8027 万円増）
〇都市計画税
　　　　　3 億  947 万円 （前年度比 1925 万円増）

22022 年 5月１日　議会だより　みよし　No.184



（※数字）が付いている用語については P23をご覧ください。

令和 4 年度新規事業の一部を説明します

運動公園テニスコート人工芝改修
工事設計業務委託料 574 万円

・�全 6 面を人工芝に改修する
ための設計業務委託料

令和の森公園施設管理・整備事業
 4039 万円

・�ドッグラン整備を含む、住民
が安全で快適に利用できるよ
うに令和の森公園内の遊具・
トイレ等の修繕を行う

旧島田家住宅茅
かやぶき

葺屋根差し茅
かや

工事
 1760 万円

・�文化財保護のため茅
かやぶき

葺屋根の
差し茅

かや

工事の実施

住宅用火災警報器（※ 2）
購入補助 50 万円

・�平成 18年 5月以前に建築さ
れた住宅等が対象となる予定
　1万円× 50件

庁舎 1 階トイレ洋式化改修工事
 630 万円

・�庁舎 1 階トイレの和式を洋
式に変える　

庁舎敷地等植栽工事
 422 万円

・�庁舎北側駐車場等の周りに植
樹を行い、一般開放に向けて
庁舎 3階屋上庭園の整備を
行う
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予算特別委員会が注目 !!
01 クーポン券配布事業（第３弾 地域応援ふれあいクーポン）
新型コロナウイルス感染症拡大で
影響を受けた地域経済の活性化と
住民サービスのための事業。

・クーポン券配布事業交付金
　1500 円× 3 万 8100 人
 =5715 万円

主な質疑  
問令和 3年度も実施しているが、今までの事から改善点
や改良点は。
答改善点というよりも利用率がとても高いのでもう一度同じ
形で実施したい。
今後、取り扱い店舗の拡大をして、利便性を図りたい。
問アンケートでは、B券の方が使用しづらいとか、換金手
続き等がやりづらい面倒だという声もあったが、令和 4
年度の実施に関しては、今まで通りに行うのか。
答今まで通り行いながら、　アンケートの内容も加味し、改
善できるところは改善していきたい。

03 キャッシュレス決済・セミセルフレジ導入事業
感染症拡大防止の強化と、社会的
な環境整備を充実する。

・キャッシュレス決済端末機
　13 万 9800 円× 4 台× 1,10
 =61 万 5120 円

・セミセルフ POSレジシステム
　88 万 9000 円× 4 台× 1,10
 =391 万 1600 円

主な質疑��
問キャッシュレス決済・セミセルフレジの設置場所は。
答住民課担当窓口・税務課収納箇所・藤久保出張所・竹間
沢出張所の4箇所。
問セミセルフレジと現金での支払いと二つの方法で進めていくのか。
答二つの方法で進めていく。
問いつから導入されるのか。
答 9月からの運用開始と考えている。
問キャッシュレス決済が可能な書類はどのくらいあるのか。
答住民課、税務課などで大体 30種類ほどの証明書発行が
対象となる。

02 公共交通利用補助事業
70 歳以上及び妊婦の方を対象に
公共交通機関の利用を支援し、移
動の機会および利便性の向上を図
るための事業。

・公共交通利用補助金
　1 万円× 1800 人 =1800 万円

・公共交通補助事業関係消耗品
 2 万 1000 円

主な質疑��
問令和 3年度までは、補助金が 6000 円だったが、1万円
に増額となった要因は。
答この制度は4年間に渡り実施する計画となっており、2年
を経過し中間見直しをした結果、利用金額が 1万円を超す方
が 80%以上だったため補助金額の拡大を図ることになった。
問利用補助金の対象年齢を拡大することは検討しなかったのか。
答財政面も考えて70歳以上及び妊婦の方という形にした。
問今年度、補助金申請をするにあたり、集会所での出張
受付が実施されたが周知不足だったのでは。
答周知が足りなかったように感じている。
今後、周知等を含めて住民が利用しやすいようにしていきたい。
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04 建築物耐震改修促進事業
地震による倒壊の恐れのあるブ
ロック塀等の撤去・築造工事を行
う所有者に対し、その費用の一部
を助成する。

・  ブロック塀等撤去・築造工事助成金
　撤去工事
 3 件× 20 万円 = 60 万円
　築造工事
 3 件× 40 万円 =120 万円

主な質疑��
問対象となるのは町が調査してリストアップされた箇所か。
答限定ではないが、町が把握している29箇所のうち通学
路や避難路を含む道路に面した危険度の高い箇所が 5件あ
る。そのうちの3件に限定した。
問対象の箇所についての進め方は。
答町からお声掛けしていく予定である。
問工事費の助成金額は全額か、それとも一部か。
答撤去工事の見積額の2/3、または、1万 5千円 /㎡で計
算された数字のいずれか少ない方で、上限を20万円とする。
築造工事については、工事費の見積額の2/3、または3万
円/㎡のいずれか少ない方で、上限を40万円と想定している。

06 緑化推進事業
みどりの保全や地域の緑化につい
て、事業者も含め広く町民全体が
関心を深めるような普及啓発を図
る。

・シンボルツリー、記念樹等配布
　苗木　2000円×1000本×1.10　
 =220 万円

主な質疑��
問事業の目的は。
答緑化意識の高揚、緑豊かな町並み
景観づくりが従来の目的。併せて地
球温暖化対策の一つとして植樹を増
強することでCO2の吸収効果を高め
る目的とする。
問事業の対象者と内容は。
答住民と事業所が対象。住宅と事業
所の敷地内に木を植えて緑を増やす
ための緑化推進事業。
問木の種類は。
答 10 種類程度を現時点では考えて
いる。選択できるような形にしたい。

05 地球温暖化対策推進事業
ゼロカーボンシティ（※ 3）の実
現に向け、再生可能エネルギーや
電気自動車の導入を促進する。

・再生可能エネルギー設備設置補助
 5 万円× 25 件 =125 万円
・次世代自動車購入補助
 5 万円× 20 件 =100 万円

主な質疑��
問次世代自動車の基準は。
答電気自動車、プラグインハイブリッ
ド自動車、あとは燃料電池の自動車
を考えている。
問いつからスタートか。
答新年度早々に運用の基準となる要
綱等を整備し、直ちに着手していきた
い。
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07 小中学校適正規模適正配置検討委員会
小中学校のより良い教育環境と教
育効果を高めるための適正な規模、
適正な配置についての検討をする。

・会長
　  5000 円× 1 人× 5 回 =
 2 万 5000 円
・委員
 4000 円× 4 人× 5 回 =8 万円
・識見を有する者
 6000 円× 2 人× 5 回 =6 万円

主な質疑��
問委員会でどのようなことを検討するのか。
答予定では、現状での児童生徒数や学級数の減少、学校編
成に係る通学路、施設の状況などの課題について話し合って
いく。また、保護者や教職員等に実施する予定のアンケート
等についても検討する予定となっている。
問具体的な協議課題は。
答学校再編した時の利点と課題、現状維持した時の利点と
課題、またその他の通学区の再考など、色々な面からの考
察と協議を考えている。
問 5 名の委員の内容は。
答学校・地域に関係がある方をバランス良く選出するため公
募は考えていない。地域の代表としては、学校運営協議会
でコミュニティスクールなどに関わっている方や連合 PTAの
保護者などから選出の予定。

新型コロナワクチンの 3回
目接種事業の円滑な推進や地域の経済の活
性化等今後も継続される状況下、新年度予
算では明るい事業も見られる。寄付金によ
る庁舎敷地記念植樹、ブロック塀撤去築造
工事助成、庁舎１階トイレ洋式化工事等、
町民の要望に応える事業が予算化されてお
り賛成する。

公明党
賛
成

個人情報の流出が心配のマ
イナンバー制度は問題だ。学校給食費の補
助、18 歳までの医療費無償化、国民健康保
険税の子どもの均等割の免除など生活支援
策が重要。公共交通の充実、コミュニティ
バスの運行を求める。三芳スマート ICの大
型車導入は交通安全対策が不十分で認めら
れない。

日本共産党

財政調整基金残高をはじめ
とする一般会計基金残高は、令和 3 年度
当初予算時の残高よりも多く見込まれる。
税収の不安定要因はあるものの、多額の財
政支出を伴う事業が予想される中では評
価できる。自主財源の確保と計画的な財政
運営、住民の福祉のより一層の向上を望み
賛成する。

三芳みらい
賛
成

予算特別委員会が注目 !!
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持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
！

予算特別委員会

2
月
28
日
及
び
3
月
17
日
に
予
算
議
案
が
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
3
月
8
日
、
10
日
、
11
日
、
14
日
、
15
日
、
17
日

の
6
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
14
名
及
び
議

長
並
び
に
町
長
、
教
育
長
及
び
関
係
す
る
執
行
部
説
明
員
の

出
席
の
下
、
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
も
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
感
染
対
策
と
し
て
3
密
回
避
の
た
め
、
会
場
内
の
人

数
制
限
を
目
指
し
、
担
当
課
ご
と
の
審
査
と
し
ま
し
た
。

6
日
間
に
わ
た
る
全
て
の
審
査
が
終
了
し
た
後
に
、
委
員

間
の
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

自
由
討
議
の
結
果
、
各
会
派
か
ら
の
意
見
を
委
員
長
報
告

に
盛
り
込
む
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

・�在宅福祉支援事業の緊急時連絡システム（※ 4）通報装置借上料
について、固定電話を所有しない方への対応の協議をすべき。
・�建築物耐震改修促進事業のブロック塀等撤去築造工事助成金につ
いて、予算は 3箇所分となっているが、特に危険な箇所につい
ては、早急な対応が必要と考える。所有者・管理者への対応を丁
寧に進めて行くべき。
・�庁舎等管理費の 3階庭園をガーデンテラスとして一般開放する
にあたっては、セキュリティ及び入場者の安全対策を十分にとり、
車いす利用者等誰でも利用することが出来るようにすべき。
・�庁舎の修繕に関しては屋上防水工事にとどまっている。予防的修
繕により、建物の長寿命化を実現するためにも、今後速やかに大
規模修繕を実施するべき。
・�テニスコート改修工事は高額な工事費が予定されている。今後テ
ニス連盟だけでなく、各種団体の要望も聞き入れスポーツ行政に
も注力すること。
・�ライフバスの補助金については新しい公共交通システムに充てる
ことも含め今後も検討し、町内公共交通についての協議を進めて
いくこと。

・�藤久保地域拠点施設整備事業については、スケジュールありきで
はなく住民と共にじっくり考えていくこと。
・�バス交通改善対策事業補助金については、ライフバスのサービス
向上や経営努力を求めると共に、コミュニティバスの導入など公
共交通の全町的在り方の検討が必要である。

以上のような内容がありました。
自由討議終了後、議案ごとに討論・採決を行いました。

以上、本委員会に付託された予算案は、すべて原案通り「可決すべ
きもの」となりました。
� 予算特別委員会　委員長　　細谷光弘
� 副委員長　井田和宏

予算案に賛成の会派からの主な意見

予算案に反対の会派からの主な意見

国民健康保険特別会計予算 賛成総員
介護保険特別会計予算 賛成総員
後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数
下水道事業会計予算 賛成総員
水道事業会計予算 賛成総員
一般会計予算 賛成多数

予算特別
委員会の

採決の結果

賛 成

反 対
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特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

予
算
総
額

�

36
億
１
２
５
７
万
円

主
な
歳
入

・
国
民
健
康
保
険
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７
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０
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・
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い
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な
る

県
へ
の
納
付
金
）

介
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総
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費

26
億
８
３
９
１
万
２
０
０
０
円

（
1
0
5
・
90�

%
）

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

こ
と
に
対
し
介
護
事
業
者
に
支

払
わ
れ
る
費
用
）

・
地
域
支
援
事
業
費

１
億
２
７
８
７
万
円

（
1
0
7
・
01�

%
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

予
算
総
額

�

10
億
７
５
４
４
万
６
０
０
０
円

主
な
歳
入

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
億
９
８
７
４
万
５
０
０
０
円

（
1
0
9
・
46�

%
）

・
一
般
会
計
繰
入
金

5
億
５
０
１
１
万
6
0
0
0
円

（
1
1
5
・
83�

%
）

主
な
歳
出

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

10
億
３
１
５
０
万
６
０
０
０
円

（
1
1
3
・
01�

%
）

企
業
会
計

下
水
道
事
業

水
洗
化
戸
数

１
万
５
０
５
０
戸

（
1
0
0
・
33�

%
）

年
間
処
理
水
量

５
７
８
万
１
２
５
0
立
方
メ
ー
ト
ル

（
1
0
0
・
00�

%
）

一
日
平
均
処
理
水
量

１
万
３
８
２
３
立
方
メ
ー
ト
ル

（
1
0
2
・
83�

%
）

主
な
建
設
改
良
事
業

○
公
共
下
水
道
建
設
事
業

７
２
７
万
6
0
0
0
円

（
39
・
82�

%
）

令和4年度・5年度の後期高齢者
医療保険料は、均等割額で2470円、
所得割率で0.42ポイントの引き上げ
となる。更に10月からは患者の窓口
負担額が一定所得以上の者は2割負
担となる。これらは受診控えに拍車を
かけ、重症化、更なる医療費増へと繋
がることが懸念されるため反対する。

日本共産党

○�

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

建
設
事
業

１
０
０
万
１
０
０
０
円

（
1
0
0
・
00�

%
）

○
流
域
下
水
道
事
業

５
４
５
６
万
８
０
０
０
円

（
1
2
8
・
74�

%
）

・
収
益
的
収
入

８
億
５
６
１
７
万
１
０
０
０
円

（
99
・
72�

%
）

・
収
益
的
支
出

７
億
４
４
９
１
万
円（98

・
64�

%
）

・
資
本
的
収
入

７
２
７
３
万
８
０
０
０
円

（
94
・
70�

%
）

・
資
本
的
支
出

２
億
４
０
２
１
万
３
０
０
０
円

（
90
・
20�

%
）
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水
道
事
業

給
水
戸
数

１
万
６
８
５
０
戸

（
1
0
0
・
60�

%
）

年
間
総
給
水
量

４
９
７
万
５
３
１
５
立
方
メ
ー
ト
ル

（
99
・
79�
%
）

一
日
平
均
給
水
量

１
万
３
６
３
１
立
方
メ
ー
ト
ル

（
99
・
79�

%
）

主
な
建
設
改
良
工
事

○
配
水
管
整
備

２
億
１
４
２
５
万
５
０
０
０
円

（
1
7
2
・
06�

%
）

○
浄
水
場
整
備

１
億
２
５
９
９
万
６
０
０
０
円

（
91
・
49�

%
）

・
収
益
的
収
入

８
億
５
４
４
２
万
７
０
０
０
円

（
99
・
93�

%
）

・
収
益
的
支
出

８
億
２
8
４
３
万
４
０
０
０
円

（
98
・
61�

%
）

・
資
本
的
収
入

１
億
７
８
９
５
万
２
０
０
０
円

（
1
3
1
・
58�

%
）

・
資
本
的
支
出

５
億
７
２
６
万
６
０
０
０
円

（
1
2
4
・
82�

%
）

注 

（　
）内
は
令
和
3
年
度
当
初
予

算
比

そ
の
他
の
議
案

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

（
議
案
第
５
号
）

　
令
和
４
年
10
月
１
日
よ
り
、

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
埼

玉
県
内
の
医
療
機
関
等
（
一
部

実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
等

あ
り
）
で
医
療
費
（
保
険
診
療

分
）
の
窓
口
払
い
が
無
く
な
り

ま
す
。

町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
議

案
第
７
号
）

　

藤
久
保
に
あ
る
「
浅
間
後

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」
が
利
用
者

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
地
権
者

と
相
談
し
た
結
果
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
以
下
の
７
か
所
に

な
り
ま
し
た
。

吉
拓
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
上
富
）

上
永
久
保
第
１
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
上
富
）

上
永
久
保
第
２
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
上
富
）

宮
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
北
永
井
）

西
第
１
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
藤
久
保
）

北
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
竹
間
沢
）

南
側
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�

（
竹
間
沢
）

監
査
機
能
の
強
化
（
議
案
第
８

号
）

　
こ
れ
ま
で
の
外
部
監
査
委
員
、

議
員
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査
委

員
に
代
わ
っ
て
、
識
見
を
有
す

る
者
２
名
に
な
り
ま
す
（
１
名

は
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税

理
士
な
ど
の
専
門
員
）

職
員
の
育
児
休
業
（
議
案
第
９

号
）

　
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
三
芳

町
も
、
非
常
勤
職
員
が
育
児
休

業
を
取
得
で
き
る
よ
う
要
件
の

緩
和
や
、
環
境
整
備
な
ど
が
措

置
さ
れ
ま
す
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
（
議

案
第
20
号
）

　
三
芳
東
中
学
校
校
舎
西
側
ト

イ
レ
改
修
の
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

生
徒
用
ト
イ
レ
８
か
所
（
洋
式

23
、
多
機
能
1
）

契
約
の
方
法　
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

�

６
０
５
０
万
円
（
税
込
み
）

　
こ
れ
ま
で
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
は
計
画
的
に
順
次
行
わ
れ
、

残
る
洋
式
化
未
改
修
は
三
芳
東

中
学
校
の
東
側
校
舎
と
藤
久
保

中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

本町の監査機能充実に議会選出監査委
員を廃止し、独立性や専門性を発揮した
監査を実施する体制構築に、監査委員は
監査の専門家である税理士等の専門家に
委ねる条例改正に賛成する。今後、執行
側と議会が正常な二元代表制としての機
能を発揮し、議会は監視機能に特化して
いく。

公明党

賛
成

同意しました
公平委員会委員の選任
　委員の任期満了に伴う新た
な委員選任に同意しました。

駒村　昇氏

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員

が
選
ば
れ
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
議

員
の
投
票
に
よ
る
選
挙
が

行
わ
れ
、
以
下
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

委
員

 

横
山　
通
夫
氏

 

忽
滑
谷
昌
弘
氏

 

田
畑　
正
明
氏

 

細
谷　
三
男
氏

補
充
員

 

尾
形　
サ
ツ
氏

 

抜
井　
成
司
氏

 

松
本　
光
司
氏

 

佐
々
木
修
平
氏
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在宅福祉支援事業
配食サービス事業� 153 万円� �新型コロナウイルスの影響等により利用

増が見込まれるため

緊急時連絡システム通報装置� ９万円� 利用希望者増が見込まれるため

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億 47 万 4000 円を追加し歳入歳出予算の　歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億 47 万 4000 円を追加し歳入歳出予算の
総額をそれぞれ 154 億 1174 万 6000 円とする。総額をそれぞれ 154 億 1174 万 6000 円とする。

令和３年度 補正予算　一般会計（第13号）

主な内容

小学校費 675 万円
中学校費 360 万円
新型コロナウイルス感染症対策への継続支援

消耗品　
簡易パーテーション
空気清浄機
ビニール手袋
洗剤
ウエットティッシュ
パルスオキシメーターなど

学校給食センター管理事業
 減額 876 万円
新型コロナウイルス感染症
対策による休校・分散登校
に伴う賄材料費減額

一般廃棄物収集運搬事業
� 100 万円
家庭ごみ収集世帯数増加
等によるもの

ふるさと納税推進事業
 1200 万円
ふるさと納税寄付謝礼　

ふるさと納税の増額が見込まれるため
＊埼玉県内ふるさと納税金額ランキング
　2021年ふるさと納税額　
　三芳町第４位　３億 3200万円
　（自治体オープンデータによる）
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意

見

書

性
教
育
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
性
の
情

報
が
氾
濫
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
を
守

る
時
代
に
即
し
た
性
教
育
が
望
ま
れ

る
。ま
た
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
す
る
上
で
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
生
涯
「
性
」
を
学

ぶ
こ
と
、
そ
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書　

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
令
和
４
年

10
月
以
降
に
つ
い
て
は
臨
時
の
報
酬
改

定
で
所
要
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ

の
報
酬
改
定
と
と
も
に
、
原
則
３
年
ご

と
に
行
う
公
的
価
格
改
定
も
含
め
、
制

度
の
簡
素
化
や
介
護
報
酬
の
運
用
に
つ

い
て
事
業
所
ご
と
の
柔
軟
な
対
応
を
進

め
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
、
ま
た
感
染
症
対
策
に
お
け
る

働
き
方
改
革
な
ど
、
今
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
現
場
で
の
変
容
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い
社
会

実
現
を
目
指
し
、
教
育
・
医
療
・
分
散

型
社
会
・
持
続
可
能
な
介
護
な
ど
地
域

課
題
解
決
の
為
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
を

求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

子どもたちへの性教育は、性に
ついて正しく理解し、適切な行動が取れるよう、
適切な指導が求められるとともに、また性に関す
る指導の価値観は、国によって異なるため、学習
指導要領の見直しは、一部の考え方に偏ることな
く慎重に検討していく必要があると考える。

井田議員

軍事侵攻は
認めない

ロシア連邦によるウクライナへの
軍事侵攻に抗議する決議

　ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻は、力
による一方的な現状変更の試みであり、国際秩
序の根幹を揺るがす明らかな国際法違反である。
この軍事侵攻により、子どもを含む多くの民間
人が死傷しており、断じて看過することはでき
ない。
　また、核兵器の使用を示唆するロシア大統領
発言があったことについても、強い憤りを表明
するものである。
　三芳町は、「みどりとぬくもりのある非核平和
都市宣言」の理念に基づき、無益な争いのない
平和な世界の確立を訴えつづけており、ロシア
連邦の一連の行動はこの理念に大きく反してい
る。よって、早期の攻撃停止とウクライナから
の撤退及び外交努力による問題の解決を強く求
める。
以上、決議する。

　令和４年２月 24日、ロシア連邦はウク
ライナに対して軍事侵攻を開始しました。
これら一連の行為は、ウクライナの領土
と主権を侵害し、紛争の平和的解決を義
務付ける国際法に反するものです。三芳
町議会は３月４日にロシア連邦の一連の
行動に対して非難決議を発議し、全会一
致で可決しました。

ロシア連邦に対するロシア連邦に対する
非難非難決議（※5）決議（※5）をを
全会一致で可決全会一致で可決
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問

離
婚
な
ど
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
給
は
。

答

県
か
ら
の
通
知
で
は
、
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
中
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
通
達
を
待
っ
て
対
応
し
た
い
。

問

Ｄ
Ｖ
等
で
世
帯
主
と
は
別
々
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
方
々
へ
の

対
応
は
。

答

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
町
か
ら
通
知
し
て
、
振
込
作
業
に

入
っ
て
い
る
。

問

対
象
件
数
は
。

答

１
件
。

問

今
回
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
に
は
所
得
制
限
、
年
収

の
制
限
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
給
付
金
が
給
付
さ
れ
な
い
子
ど

も
の
数
は
。

答

約
５
０
０
人
。

問

所
得
制
限
の
基
準
は
令
和
２
年
の
収
入
か
。

答

そ
の
通
り
。

問

県
内
で
も
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
自
治
体
も
あ
る
が
、
三
芳
町

の
対
応
は
。

答

約
５
０
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
難
し
い
。

問

令
和
３
年
に
年
収
が
制
限
額
以
下
に
落
ち
、
対
象
と
な
り
得
る

子
ど
も
に
は
給
付
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答

国
の
方
で
救
済
措
置
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
案
内
し
た
い
。

問

住
民
税
非
課
税
世
帯
特
別
給
付
金
の
支
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
対
象
者
は
令
和
３
年
12
月
10
日
を
基
準

日
と
し
て
抽
出
し
、
確
認
書
を
２
月
15
日
頃
に
簡
易
書
留
で
送
付
す

る
予
定
。
申
請
が
必
要
な
家
計
急
変
者
に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
よ

り
相
談
を
受
付
す
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
、
９
月
30
日
ま
で
申
請
を

受
け
付
け
る
。

専決処分の報告

専決処分に対する主な質疑

【概要】
・�国のコロナ克服・新時代開拓のための経済対策に盛り込まれた子育て世帯への臨時特別給付
金を一人当たり現金 10万円の一括給付にするための予算措置（第 10号）
・�国のコロナ克服・新時代開拓のための経済対策に盛り込まれた住民税非課税世帯等に、１世
帯当たり 10万円の現金給付を実施するための予算措置（第 11号）

　以上について速やかに給付できるよう、町長の権限で議会の議決を経ることなく処分した（専
決処分）ことを報告するもの。

令和３年度 三芳町一般会計補正予算
 （第10号、第11号）

臨時議会の
内容
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補正予算（第12号）の概要

保育士等の処遇改善のための補助金

問引き上げられる給与は月額 9000 円相当ということだが、
9000円は確保されるのか。
答9000 円はあくまで目安で、給与ベースに対しおおよそ３％
になる。
問処遇改善が適切に行われているか、町でも確認はするのか。
答補助を出す以上、当然町としても検証していく。

新型コロナウイルス感染症への対応と少子高齢化への対応が重なる最
前線において働く保育士等の処遇改善を図る。 261 万 3000 円

新型コロナウイルス感染者への支援

問750 人分の予算計上だが、希望者が上回ってしまった場合は。
答予算の流用等も含めて対応していく。
問オミクロン株に罹患すると喉の不調を訴える声が多いが、喉
のケア用品も用意できないか。
答速やかに配送するために、個々の要望に応えるのは難しいが、
ニーズが多いものに関しては検討していきたい。

新型コロナウイルスに感染し、自宅療養をしている町民に、県からの
支援物資が届くまでの補完として数日分の水分と栄養補給を目的とし
た食材を配送する。

347 万 1000 円

新型コロナワクチン接種費用

新型コロナウイルスワクチンの 3回目接種時期の前倒し、5歳〜 11
歳の子どもへのワクチン接種のための体制確保を行う。 1136 万 7000 円

臨時議会の内容
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災害時、在宅ケア者の電力確保は内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

人
工
呼
吸
器
を
利
用
す
る

難
病
在
宅
ケ
ア
者
に
対
し
て
、

災
害
時
の
停
電
対
策
は
。　

答

福
祉
課　
県
の
災
害
対
策

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基
に
作
成

し
た
対
象
者
の
支
援
プ
ラ
ン
に

停
電
対
策
も
記
載
し
て
い
る
。

問

停
電
時
に
必
須
の
自
家
発

電
機
や
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
へ
の

購
入
補
助
制
度
創
設
は
。

答

町
長　
災
害
時
の
電
力
確

保
は
深
刻
。
在
宅
ケ
ア
者
へ
の

様
々
な
支
援
に
加
え
、
補
助
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問

自
家
発
電
機
等
を
日
常
生

活
用
具
給
付
の
対
象
に
し
て
は
。

答

福
祉
課　
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
用
具
に
位
置
づ

け
る
事
を
検
討
す
る
。

女
性
ト
イ
レ
の
充
実

問

庁
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
１

階
ト
イ
レ
の
洋
式
化
改
修
工
事

費
を
計
上
し
て
い
る
。

問

１
階
以
外
の
工
事
計
画
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

庁
舎
改
修
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
見
直
し
、
庁
舎
の
老
朽
化

部
分
の
改
修
と
合
わ
せ
各
階
ト

イ
レ
も
段
階
的
に
工
事
を
す
る
。

問

公
共
施
設
に
生
理
用
品
無

料
配
布
機
器
を
設
置
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室　
企
業
の
設

置
基
準
も
あ
る
の
で
、
様
々
な

方
法
も
合
わ
せ
検
討
す
る
。

問

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ

個
室
に
生
理
用
品
配
置
進
捗
は
。

答

学
校
教
育
課　
配
置
に
購

入
費
用
を
予
算
計
上
し
た
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問

来
庁
者
が
各
証
明
書
等
の

申
請
書
を
手
書
き
せ
ず
に
申
請

で
き
る
書
か
な
い
窓
口
設
置
は
。

答

政
策
推
進
室　
町
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
研
究
す
る
。

問

衛
生
面
や
清
算
ミ
ス
防
止

に
セ
ル
フ
レ
ジ
の
設
置
進
捗
は
。

答

住
民
課　
令
和
４
年
９
月

に
は
設
置
す
る
予
定
だ
。

そ
の
他
の
質
問

①
産
前
産
後
家
事
支
援
事
業
創

設②
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
つ

い
て

デジタル支援・多文化共生の町に
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

学
校
に
お
け
る
諸
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
を

問

欠
席
連
絡
の
方
法
は
。

答

学
校
教
育
課　
小
学
校
で

は
連
絡
帳
が
３
校
、
デ
ジ
タ
ル

活
用
が
２
校
。
中
学
校
は
電
話
。

問

コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
化

促
進
の
状
況
を
鑑
み
、
欠
席
連

絡
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
町
と
し

て
促
進
し
て
は
。

答

教
育
長　
デ
ジ
タ
ル
活
用

は
、
教
員
・
保
護
者
・
児
童
に

と
っ
て
も
有
効
と
考
え
る
。
課

題
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
保
護

者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。

住
民
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用

支
援
を

問

情
報
格
差
の
是
正
や
住
民

の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
促
進

の
為
に
も
関
係
各
課
が
連
携
・

協
議
す
る
体
制
が
必
要
で
は
。

答

政
策
推
進
室　
財
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
と
政
策
推
進
室
が

情
報
共
有
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
等
発
足
し
て
課
題
解
決

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
支
援
の
為
に
デ

ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
人
材

募
集
や
養
成
を
し
て
は
。

答

社
会
教
育
課　
人
材
募
集

等
視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。　

問

町
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
活
用

を
更
に
推
進
し
て
は
。

答

町
長　
所
管
課
と
連
携
し

て
対
象
手
続
き
の
拡
大
と
環
境

整
備
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

外
国
籍
の
方
へ
の
支
援
を

問

相
談
体
制
充
実
の
為
に
町

内
で
の
相
談
場
所
や
相
談
員
の

確
保
の
取
り
組
み
を
し
て
は
。

答

総
務
課　
現
在
ニ
ー
ズ
は

届
い
て
い
な
い
が
、
町
内
で
活

動
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
の

団
体
と
情
報
交
換
・
共
有
を
し

て
い
き
た
い
。

問

外
国
籍
の
方
が
ご
み
出
し

に
つ
い
て
理
解
し
や
す
い
よ
う

に
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
を
多
言
語

対
応
に
し
て
は
。

答

環
境
課　
費
用
対
効
果
を

考
え
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
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詐欺電話を AI で被害の防止
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊

詐
欺
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

の
手
口
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し

巧
妙
化
し
て
い
る
。
自
治
体
職

員
を
名
乗
っ
て
医
療
費
な
ど
の

過
払
金
等
の
還
付
が
あ
る
と

装
っ
て
言
葉
巧
み
に
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺
も
増

加
し
て
い
る
。
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
に
も
犯
人
か
ら
の
電

話
を
取
ら
な
い
よ
う
に
常
に
留

守
番
電
話
に
セ
ッ
ト
し
た
り
、

防
犯
機
能
付
き
の
電
話
を
使
用

す
る
な
ど
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
対
策
が
必
要
だ
。

問

令
和
3
年
度
で
特
殊
詐
欺

防
止
の
た
め
に
主
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
た
か
。

答

自
治
安
心
課　
年
金
支
給

日
に
合
わ
せ
青
パ
ト
を
町
内
金

融
機
関
周
辺
を
中
心
に
運
行
し

た
り
、
住
民
の
集
ま
る
サ
ロ
ン

や
公
民
館
に
担
当
職
員
が
訪
問

し
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
活
動
を

実
施
し
た
。
そ
の
際
に
簡
易
録

音
機
な
ど
の
被
害
防
止
の
啓
発

品
の
配
布
を
行
っ
た
。

問

令
和
4
年
度
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答

自
治
安
心
課　
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
し

て
い
く
。
例
え
ば
、
金
融
機
関

と
連
携
し
A
T
M
の
前
に
青
パ

ト
を
駐
車
し
、
見
せ
る
防
犯
活

動
を
実
施
し
た
い
。

問

A
I
を
活
用
し
た
特
殊
詐

欺
対
策
が
民
間
企
業
よ
り
提
供

さ
れ
て
い
る
が
、
警
察
と
連
携

し
三
芳
町
で
も
新
技
術
を
使
っ

た
対
策
は
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課　
提
案
さ
れ

た
特
殊
詐
欺
対
策
は
東
京
都
で

実
証
実
験
が
始
ま
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
通
話
開
始
時
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
録
音
機
能
、
通
話

解
析
機
能
、
注
意
喚
起
機
能
な

ど
様
々
な
機
能
が
搭
載
さ
れ
て

い
る
。
警
察
と
連
携
す
る
中
で

通
話
を
録
音
す
る
こ
と
は
と
て

も
有
効
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
啓
発
品
の
簡
易
録
音
機

の
配
布
を
進
め
、
今
後
は
補
助

の
必
要
性
や
機
器
の
有
効
性
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

子どものワクチン接種について
動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
や

副
反
応
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

い
周
知
が
必
要
で
は
。

答

健
康
増
進
課　
近
日
中
に

H
P
に
て
分
か
り
や
す
い
表
記

で
ア
ッ
プ
す
る
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
が
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
接
種
券
に
同
封
す
る
。

問

子
ど
も
達
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
、
差
別
や
い
じ
め
の
原

因
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
応
は
。

答

学
校
教
育
課　
学
校
だ
よ

り
や
保
護
者
メ
ー
ル
等
に
明
記

し
、
折
に
触
れ
周
知
、
指
導
を

す
る
。

問

ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し
て
い

く
の
で
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
終
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
続
け
て
い

く
の
か
。

答

健
康
増
進
課　
今
後
も
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
速
や
か
に
三
芳
医
師
会
等
と

連
携
し
、接
種
体
制
を
確
保
す
る
。

火
山
災
害
に
備
え
て

問

町
に
お
け
る
火
山
噴
火
災

害
の
可
能
性
と
特
質
は
。

答

自
治
安
心
課　
浅
間
山
や

富
士
山
が
噴
火
し
た
際
に
は
降

灰
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

問

火
山
噴
火
災
害
が
起
き
た

場
合
の
被
害
想
定
と
そ
の
対
策

は
。

答

自
治
安
心
課　
町
内
で
は
、

２
～
10
㎝
の
降
灰
が
想
定
さ
れ

る
。
対
策
と
し
て
は
、
噴
火
の

知
識
や
備
蓄
品
の
事
前
予
防
対

策
や
情
報
収
集
の
伝
達
、
避
難

所
の
開
設
、
降
灰
時
の
対
策
に

分
か
れ
て
計
画
を
し
て
い
く
。

問

降
灰
に
よ
る
火
山
灰
の
処

理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

自
治
安
心
課　
各
家
庭
、

土
地
所
有
者
に
よ
る
除
去
を
し

て
も
ら
い
町
が
回
収
を
行
う
。

町
は
克
灰
袋
を
配
布
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
現
在
は
準
備

が
出
来
て
い
な
い
。
レ
ジ
袋
や

ご
み
袋
を
二
重
に
し
て
灰
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
町
か
ら
回
収

の
連
絡
が
あ
る
ま
で
自
宅
で
保

管
し
て
も
ら
う
。

そ
の
他
の
質
問

竹
間
沢
地
域
の
開
発
予
定
地
に

つ
い
て

富士山が大規模な噴火が発生した富士山が大規模な噴火が発生した
場合の降灰深（センチ ) の想定（「富場合の降灰深（センチ ) の想定（「富
士山火山防災マップ」（内閣府富士士山火山防災マップ」（内閣府富士
山火山防災協議会）から引用）山火山防災協議会）から引用）
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町の福祉を取り巻く状況について
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

高
齢
独
居
世
帯
や
高
齢
夫

婦
世
帯
の
中
で
、
要
支
援
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

達
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
や
関
わ
り
も
少
な

い
。
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
日

常
の
生
活
状
況
や
健
康
状
態
、

地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
を
把
握

し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
介

護
予
防
・
自
立
支
援
に
つ
な
が

る
施
策
を
構
築
し
、
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
は

か
る
為
に
、
新
た
に
65
歳
以
上

の
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

町
長　
介
護
保
険
計
画
や

高
齢
者
福
祉
計
画
を
作
る
過
程

で
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
で
は
全

員
の
調
査
は
難
し
い
。
皆
さ
ん

が
ど
う
い
っ
た
事
を
望
ん
で
い

る
か
を
把
握
す
る
事
は
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。
懇
談
会
な
ど

何
処
で
ど
う
い
っ
た
調
査
が
出

来
る
か
検
討
し
て
行
き
た
い
。

問

振
り
込
め
詐
欺
対
策
と
し

て
振
り
込
め
詐
欺
対
策
電
話
機

等
の
補
助
や
自
動
通
話
録
音
機

の
貸
与
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課　
町
と
し
て

は
簡
易
録
音
機
の
配
布
を
進
め

る
。
今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
機

器
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

町
の
街
灯
に
つ
い
て

問

町
内
の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
前
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
後
の
年
間

の
電
気
料
金
の
差
は
。

答

道
路
交
通
課　
年
間
８
０

０
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
る
。

問

藤
久
保
中
央
通
り
の
街
灯

は
町
内
で
唯
一
水
銀
灯
の
ま
ま

だ
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
予
定
は
。

答

町
長　
商
店
街
の
方
々
の

声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

問

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
の
進
捗
状
況
は
。　

答

自
治
安
心
課　
今
年
度
３

月
末
に
は
策
定
予
定
で
す
。

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助

金
等
の
導
入
の
考
え
は
。

答

自
治
安
心
課　
町
独
自
補

助
も
検
討
し
つ
つ
、
県
や
国
の

補
助
金
の
方
も
研
究
し
て
い
く
。

選ばれる三芳町になるために
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

町
が
人
口
流
入
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
20
代
～
40

代
の
人
口
は
、
過
去
４
年
で
富

士
見
市
は
２
０
９
８
人
、
ふ
じ

み
野
市
は
５
１
６
人
の
増
加
に

対
し
、
三
芳
町
は
54
人
の
減
少

で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
検
証

は
し
て
い
る
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
20
代
は
進

学
や
就
職
を
機
に
町
を
離
れ
る

が
、
30
代
以
上
に
な
る
と
定
住

を
希
望
し
て
三
芳
町
に
移
り
住

ん
で
く
る
、
と
捉
え
て
い
る
。

問

三
芳
町
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
公
共
交
通
網
が
あ
る
。
高

齢
者
だ
け
で
な
く
、
全
世
代
を

対
象
と
し
た
公
共
交
通
補
助
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

政
策
推
進
室　
公
共
交
通

補
助
事
業
は
期
間
限
定
の
事
業

で
あ
り
、
終
了
後
に
成
果
を
確

認
し
て
そ
の
後
の
公
共
交
通
施

策
を
決
め
て
い
く
。
財
源
に
限

り
も
あ
り
、
短
期
間
に
対
象
を

広
げ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
現

在
は
高
齢
者
や
妊
婦
に
限
定
し

て
い
る
。
全
世
代
へ
の
公
共
交

通
補
助
と
し
て
は
、
ラ
イ
フ
バ

ス
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

問

藤
久
保
は
住
所
が
７
０
０

０
番
台
ま
で
混
在
し
て
い
る
が
、

新
し
い
住
居
表
示
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
は
。

答

政
策
推
進
室　
高
額
な
費

用
や
学
校
区
、
行
政
区
の
問
題

も
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問

入
間
郡
か
ら
離
脱
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
郡
区
域
の

変
更
は
県
議
会
の
議
決
が
必
要
。

現
行
で
は
合
併
や
市
へ
の
移
行

以
外
に
郡
か
ら
離
脱
し
た
事
例

は
な
く
、
非
常
に
困
難
と
思
う
。

問

人
口
規
模
や
財
政
規
模
と

い
っ
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
た
上
で
、
近
隣
市
と
行

政
運
営
上
の
違
い
は
あ
る
か
。

答

政
策
推
進
室　
令
和
２
年

の
決
算
額
を
人
口
で
割
っ
た
数

値
は
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市

と
差
異
は
な
く
、
近
隣
市
と
同

等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
生
産
緑
地
制
度
導
入
に
つ
い

て

藤久保中央藤久保中央
通りの街灯通りの街灯

自動通話録音機自動通話録音機

70 歳 以 上 の70 歳 以 上 の
高齢者と妊婦高齢者と妊婦
が対象となっが対象となっ
ている公共交ている公共交
通補助事業は 通補助事業は 
４月から上限が４月から上限が
１万円に引き１万円に引き
上げられます。上げられます。
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フェムテックの活用について
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

生
理
休
暇
の
取
得
数
は
。

答

総
務
課　
令
和
3
年
度
０

件
、
令
和
２
年
度
２
件
、
令
和

元
年
度
12
件
。

問

生
理
休
暇
に
つ
い
て
の
課

題
は
あ
る
か
。

答

総
務
課　
取
得
し
や
す
い

環
境
を
作
る
こ
と
は
大
切
。
働

き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

問

生
理
用
品
の
整
備
状
況
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

庁
舎
や
公
共
施
設
に
は
な
い
。

衛
生
面
に
配
慮
し
た
提
供
方
法

の
検
討
が
必
要
。

答

学
校
教
育
課　
令
和
３
年

９
月
か
ら
全
校
に
設
置
。

問

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
の
活
用
で

健
康
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。

答

総
務
課　
職
場
環
境
の
向

上
の
た
め
に
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

の
普
及
啓
発
は
必
要
。
国
や
県

の
取
組
み
に
注
視
し
て
い
く
。

町
の
施
策
に
つ
い
て

問

み
よ
し
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
に
関
連

し
て
行
わ
れ
た
取
組
み
は
。

答

政
策
推
進
室　
み
よ
し
Ｓ

Ｄ
G
ｓ
宣
言
、
公
民
館
や
役
場

ロ
ビ
ー
で
の
パ
ネ
ル
展
示
、
啓

発
品
の
作
成
、
職
員
研
修
な
ど
。

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
後
は
。

答

環
境
課　
町
民
や
事
業
者

と
協
力
し
て
脱
炭
素
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。
次
世

代
自
動
車
購
入
補
助
、
学
校
給

食
残
渣
の
発
電
利
用
、
緑
化
推

進
、
ま
た
近
隣
市
と
の
広
域
協

同
も
視
野
に
入
れ
有
効
な
取
組

み
を
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
と
食
品
ロ
ス

問

学
校
閉
鎖
や
休
校
と
な
っ

た
場
合
の
給
食
費
は
。

答

学
校
教
育
課　
学
級
閉
鎖

等
に
つ
い
て
返
金
は
行
っ
て
い

な
い
。
国
の
補
助
金
で
対
応
す

る
場
合
は
、
関
係
各
課
と
協
議
。

問

給
食
残
渣
の
処
理
方
法
は
。

答

給
食
セ
ン
タ
ー　
環
境
セ

ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
さ
れ
て
い

た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
施
設
で
処
理

し
、
焼
却
廃
棄
物
を
削
減
す
る
。

町民が求め、期待するサービスを
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

ラ
イ
フ
バ
ス
へ
の
補
助
金

２
４
０
０
万
円
を
打
ち
切
り
、

町
民
、
利
用
者
が
望
ん
で
い
る

新
公
共
交
通
に
充
て
る
検
討
も

今
後
必
要
で
は
な
い
か
。

答

政
策
推
進
室　
ル
ー
ト
の

検
討
等
は
す
る
が
貴
重
な
路
線

維
持
の
た
め
補
填
は
し
て
い
く
。

問

町
内
調
整
池
等
、
エ
ク
ス

ト
リ
ー
ム
系
パ
ー
ク
と
し
て
利

活
用
出
来
る
用
地
は
あ
る
の
か
。

答

上
下
水
道
課　
竹
間
沢
東

の
調
整
池
が
あ
る
が
、
現
状
で

の
利
活
用
は
難
し
い
と
思
う
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

庁
舎
駐
車
場
内
に
遊
水
地
が
あ

る
が
の
り
面
が
土
質
で
現
状
の

ま
ま
で
の
利
活
用
は
出
来
な
い
。

問

近
隣
自
治
体
、
ふ
じ
み
野

市
の
よ
う
に
町
内
施
設
を
利
用

し
て
試
行
的
に
パ
ー
ク
と
し
て

開
放
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
課　
住

民
や
関
係
団
体
の
声
を
聞
き
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

問

各
行
政
区
、
集
会
所
の
建

て
替
え
が
、
耐
用
年
数
の
見
直

し
に
よ
り
先
延
ば
し
す
る
計
画

に
な
っ
た
が
今
後
修
繕
に
要
す

る
予
算
が
嵩
む
こ
と
を
考
え
る

と
建
て
替
え
る
方
が
得
策
で
は
。

答

自
治
安
心
課　
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
作
成
の
中
で
集
会
所

に
お
け
る
修
繕
費
用
と
更
新
費

用
を
考
慮
し
、
適
正
化
方
策
の

見
直
し
も
あ
り
う
る
と
考
え
る
。

問

集
会
所
設
置
等
の
基
準
は
。

答

自
治
安
心
課　
各
行
政
区
、

１
集
会
所
程
度
が
基
本
。

問

基
準
の
軒
数
を
超
え
て
い

る
集
会
所
を
高
齢
者
施
設
等
、

別
な
用
途
の
施
設
と
し
て
利
活

用
す
る
検
討
は
出
来
な
い
か
。

答

自
治
安
心
課　
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
議
題

に
は
あ
げ
て
い
き
た
い
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
小
中
学

校
閉
鎖
の
対
応
が
学
校
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護

者
に
は
不
安
が
生
じ
て
い
る
が
、

解
消
す
る
為
の
今
後
の
対
応
は
。

答

学
校
教
育
課　
各
学
校
の

感
染
拡
大
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

保
護
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
様
、

同
一
歩
調
で
進
め
て
い
き
た
い
。

今後、大規模な修繕が想定され、地域住民から今後、大規模な修繕が想定され、地域住民から
は建替えが望まれている各行政区の集会所は建替えが望まれている各行政区の集会所

北永井第２区集会所北永井第２区集会所 藤久保第 5 区集会所藤久保第 5 区集会所

みよし SDGs ロゴマークみよし SDGs ロゴマーク
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問

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

学
校
教
育
課　
特
色
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
で
き
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問

統
廃
合
に
よ
る
町
内
児
童

生
徒
の
教
育
環
境
の
改
善
は
。

答

学
校
教
育
課　
学
校
再
編

の
効
果
は
様
々
考
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
研
究
、
検
討
し
た
い
。

問

統
廃
合
に
よ
る
施
設
の
更

新
費
用
の
縮
減
効
果
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

今
後
40
年
間
で
概
算
41
億
５
０

０
０
万
円
の
縮
減
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。

問

統
廃
合
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
の
懸
念

は
。答

自
治
安
心
課　
当
町
は
地

域
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
現
在

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
事
業
、

集
会
所
等
の
ハ
ー
ド
面
が
維
持

で
き
れ
ば
大
き
く
変
わ
る
こ
と

が
な
い
と
考
え
て
い
る

問

防
災
機
能
の
維
持
は
。

答

自
治
安
心
課　
建
築
物
の

撤
去
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
集

会
所
、
民
間
の
倉
庫
の
活
用
、

事
業
所
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
転

換
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問

統
廃
合
の
課
題
は
。

答

学
校
教
育
課　
課
題
と
し

て
は
、
通
学
時
間
、
距
離
が
長

く
な
る
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

の
不
安
、
学
校
の
多
様
な
機
能

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

上
富
小
学
校
の
統
廃
合
は
。

答

学
校
教
育
課　
令
和
５
年

度
以
降
に
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

学
校
再
編
計
画
策
定
後
、
該
当

す
る
学
校
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

地
域
住
民
の
合
意
形
成
は
。

答

学
校
教
育
課　
該
当
地
域

の
保
護
者
の
検
討
委
員
と
し
て

の
参
加
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

進
捗
状
況
の
説
明
を
行
い
丁
寧

に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

上
富
小
学
校
の
跡
地
利
用

の
検
討
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

２
０
３
１
年
度
か
ら
検
討
を
始

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
統

廃
合
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
時

点
で
同
時
期
に
検
討
し
た
い
。

小中学校の統廃合について
動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

教師不足を補う臨時的任用教員本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

　
文
部
科
学
省
が
公
立
学
校
の

「
教
師
不
足
」
の
実
態
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
２
０
２
１
年
度

の
始
業
日
時
点
で
２
５
５
８
人

の
不
足
が
生
じ
た
と
発
表
し
た
。

問

本
町
で
教
員
の
未
配
置
未

補
充
は
無
か
っ
た
か
。

答

学
校
教
育
課　
加
配
教
員

の
未
配
置
が
１
校
、
年
度
途
中
、

短
期
間
で
は
あ
る
が
未
補
充
が

４
校
あ
っ
た
。

問

埼
玉
県
の
「
教
師
不
足
」

人
数
が
多
い
（
小
学
校
１
６
８

人
、
中
学
校
87
人
）
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
教
員
の
負

担
増
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
生

徒
の
学
習
へ
の
影
響
も
あ
る
た

め
一
刻
も
早
い
改
善
が
必
要
。

問

本
町
に
お
け
る
臨
時
的
任

用
教
員
の
割
合
は
。

答

学
校
教
育
課　
令
和
３
年

５
月
１
日
現
在
11
・
７
％
。

問

教
員
の
未
配
置
を
臨
時
的

任
用
教
員
で
補
う
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
。

答

教
育
長　
本
採
用
教
員
の

配
置
の
拡
充
に
つ
い
て
県
に
要

望
し
て
い
る
。

問

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
は
。

答

学
校
教
育
課　
令
和
４
年

度
よ
り
導
入
す
る
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
検
証

し
た
上
で
、
今
後
必
要
か
ど
う

か
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

町
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

問

７
番
線
休
止
の
代
替
策
の

検
討
状
況
は
。

答

政
策
推
進
室　
令
和
４
年

度
に
具
体
的
検
討
を
進
め
た
い
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

や
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答

政
策
推
進
室　
財
政
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
構
築
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る

地
域
交
通
政
策
の
位
置
付
け
は
。

答

政
策
推
進
室　
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
課
題
解
決
へ
方
向
性
を
打

ち
出
さ
ね
ば
い
け
な
い
。
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考えよう　皆が元気に暮らせる町
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基

本
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
令

和
３
年
12
月
に
要
求
水
準
書
策

定
の
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
委
託
事
業
者
が
決
ま
っ
た

が
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

令
和
４
年
１
月
17
日
に
要
求
水

準
書
を
検
討
す
る
庁
内
藤
久
保

地
域
拠
点
施
設
検
討
会
議
に
お

い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
も
加
わ

り
説
明
を
行
っ
た
。
手
順
に
沿

い
各
施
設
の
検
討
部
会
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
も
入
り
要
求
水
準

書
の
検
討
、
策
定
に
あ
た
っ
て

い
る
。

問

要
求
水
準
書
は
、
建
築
・

管
理
・
運
営
等
事
業
に
関
わ
る

事
を
考
え
て
い
る
企
業
に
町
の

要
求
を
詳
細
に
伝
え
る
重
要
な

も
の
。
図
書
館
・
公
民
館
・
学

童
保
育
室
・
児
童
館
の
名
称
は

変
え
ず
、
目
的
・
意
義
も
現
在

の
ま
ま
残
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

従
来
か
ら
の
位
置
づ
け
を
変
更

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

建
築
・
建
設
工
事
等
へ
の

町
内
事
業
者
の
参
画
、
周
知
を

含
め
主
体
的
に
考
え
て
い
る
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

要
求
水
準
書
の
評
価
項
目
に
町

内
業
者
参
画
の
配
点
を
記
載
し

積
極
的
に
進
め
る
方
針
。

問

利
用
料
が
発
生
す
る
施
設

に
つ
い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事

業
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

検
討
は
し
て
い
な
い
。

考
え
る
べ
き
子
育
て
支
援

問

三
芳
町
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
（
案
）
の
子
ど
も

の
貧
困
対
策
の
展
開
、
ひ
と
り

親
に
対
す
る
経
済
的
支
援
と
し

て
、
保
護
者
か
ら
希
望
の
多
い

家
賃
補
助
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
県
内
で

は
蕨
市
が
ひ
と
り
親
世
帯
民
間

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
で
家
賃
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

町
長　
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

藤久保地域拠点施設計画
動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

　
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
計
画

は
現
在
、
個
別
の
施
設
で
あ
る

藤
久
保
小
学
校
の
建
て
替
え
と
、

藤
久
保
公
民
館
、
児
童
館
、
図

書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
、
一
つ
の
３
階
建
て
の

複
合
施
設
と
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
複
合
施
設
は
、

藤
久
保
小
学
校
の
校
庭
に
造
る

計
画
だ
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
現

在
、
す
べ
て
町
職
員
が
配
置
さ

れ
管
理
・
運
営
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
町
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
取
り
入
れ
て
管
理
・
運
営
の

一
部
を
民
間
の
企
業
に
委
ね
る

と
し
て
い
る
。
利
益
が
優
先
さ

れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
や
め
る
べ

き
だ
。

問

町
民
の
税
金
で
建
て
た

「
公
の
施
設
」
の
管
理
・
運
営

は
今
ま
で
町
の
職
員
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
。
利
用
者
で
あ
る

住
民
の
声
が
直
接
反
映
さ
れ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
利
益
よ
り
も

第
一
に
安
全
が
優
先
さ
れ
て
い

る
。
新
し
い
施
設
に
な
っ
て
も

今
ま
で
の
よ
う
に
町
職
員
配
置

と
す
べ
き
だ
。
従
来
方
式
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答

町
長　
最
大
限
の
力
を
発

揮
し
て
き
て
い
る
と
思
う
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
問
題
点

問

民
間
企
業
に
委
ね
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
の
問
題
点
は
①
住
民

の
税
金
で
建
て
た
施
設
で
民
間

企
業
が
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
。

②
非
正
規
雇
用
が
多
く
な
る
こ

と
。
③
大
手
企
業
の
受
注
に
な

り
や
す
く
、
町
内
企
業
の
受
注

が
難
し
く
な
る
。
④
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
は
金
額
も
多
額
の
た
め
行

政
と
大
企
業
と
の
癒
着
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
を
ど

の
よ
う
に
払
し
ょ
く
す
る
の
か
。

答

町
長　
常
に
情
報
を
開
示
、

提
示
し
て
い
き
た
い
。

問

個
々
の
施
設
に
お
い
て
は

補
修
工
事
を
行
う
長
寿
命
化
施

策
も
検
討
す
べ
き
だ
。
し
か
し
、

町
は
複
合
施
設
を
進
め
て
き
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
、
ま
だ
決
定
で

は
な
い
と
捉
え
て
良
い
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

ま
だ
、
決
定
し
て
は
い
な
い
。藤久保公民館藤久保公民館
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令和４年第１回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

報告
専決処分事項の報告について（埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について） 報告のみ

専決処分
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度三芳町一般会計補正予算（第 10 号））原案承認 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度三芳町一般会計補正予算（第 11 号））原案承認 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算
令和３年度三芳町一般会計補正予算（第 12 号） 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

令和４年第２回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

補正予算
令和３年度三芳町一般会計補正予算（第 13 号） 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

令和３年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

条例
三芳町議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

三芳町重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町ゲートボール場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町監査委員に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

決議・その他
ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議について 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

三芳町道路線の廃止について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町道路線の認定について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

富士見市の公の施設を三芳町の住民の利用に供することに関する協議について（下水道）原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

富士見市の公の施設を三芳町の住民の利用に供することに関する協議について（水道）原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町公平委員会委員の選任同意について 原案同意 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳東中学校校舎西側トイレ改修工事請負契約の締結について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度予算
令和４年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

令和４年度三芳町介護保険特別会計予算 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和４年度三芳町下水道事業会計予算 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町水道事業会計予算 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町一般会計予算 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

陳情・要望・意見書
ウイグル等の人権問題に対し国に調査を求める意見書採択のお願い 配付のみ

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

性教育の充実を求める意見書について 原案可決 ××××○○○○議
長××○○○○

○賛成　×反対■議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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議 会 活 動 日 誌
１８日　厚生文教常任委員会
２２日　議会運営委員会
２３日　全員協議会
２５日　令和４年入間東部地区事務組合
　　　　第１回定例会

４月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　４日　議会広報広聴常任委員会
　６日　厚生文教常任委員会
　８日　政策検討会議
１１日　議会運営委員会
１２日　議会広報広聴常任委員会
１３日　厚生文教常任委員会
１９日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
２１日　議会運営委員会
２２日　令和 4年第 3回三芳町議会臨時会
　　　　政策検討会議
２５日　議会広報広聴常任委員会

２月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　厚生文教常任委員会
　２日　総務常任委員会
　３日　議会広報広聴常任委員会
　４日　議会運営委員会
　　　　令和４年第１回三芳町議会臨時会
　８日　議会運営委員会所管事務調査
　９日　議会運営委員会所管事務調査
１４日　政策検討会議
１５日　全員協議会
１８日　議会運営委員会
２８日～３月２３日　
　　　　令和４年第２回三芳町議会定例会
２８日　議会広報広聴常任委員会

３月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　厚生文教常任委員会
　３日　議会運営委員会
　７日　全員協議会
　８日～１７日　予算特別委員会
１６日　総務常任委員会
　　　　議会運営委員会

　
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
小
中
学
校
女

子
ト
イ
レ
の
生
理
用
品
設
置
が
進
ん
で
い

る
事
、
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
一

部
の
学
校
関
係
者
の
意
見
と
し
て
「
貧
困

家
庭
の
子
の
た
め
」
に
と
い
う
こ
だ
わ
り

の
あ
る
方
も
い
ま
す
。
し
か
し
貧
困
の

レ
ッ
テ
ル
は
逆
に
児
童
生
徒
を
苦
し
め
る

事
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
貧
困
世
帯
の

掘
り
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
な
い
配

慮
を
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
貧
困
で
は
な
い
子
が
使
う
の
を
望
ま

し
く
思
わ
な
い
主
旨
の
発
言
も
学
校
関
係

者
か
ら
あ
り
ま
し
た
）
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
学
校
教
育
課
長
の
答
弁
（
見
解
）
と

現
場
（
校
長
）
の
方
針
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
が
無
い

限
り
は
学
校
教
育
課
の
方
針
に
従
う
べ

き
と
考
え
ま
す
。
ま
し
て
や
感
染
予
防

に
必
要
で
あ
る
事
（
欠
席
連
絡
デ
ジ
タ

ル
活
用
）
は
全
校
一
斉
に
取
り
入
れ
る

べ
き
で
、
校
長
の
判
断
に
任
せ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
学
校
教
育

課
は
校
長
に
対
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
り
、
適
宜
指
導
す
べ
き
と
こ
ろ
は

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
真
摯

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
（
行
政
側
へ
）
。

　
（
傍
聴
で
き
な
い
で
す
が
）
ロ
シ
ア

へ
の
抗
議
の
決
議
が
議
員
発
議
に
よ
り

上
程
さ
れ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
、
国
会
や
他
自

治
体
の
も
の
よ
り
も
「
外
交
努
力
」
に

力
点
を
お
い
た
よ
い
も
の
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
ラ
イ
フ
バ
ス
の
他
に
、
町
内
を
回
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し

い
。
何
年
も
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
、

実
現
で
き
な
い
の
は
何
故
か
？
ア
ク
セ

ス
が
不
便
で
は
他
か
ら
三
芳
に
来
る
人

は
少
な
く
な
る
。
活
性
化
の
た
め
に
も
、

も
う
一
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
考
え

て
欲
し
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
三
芳
町
議
会
の
Y
o
u
T
u
b
e
に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
は
、
議
会
に
関
心
の

あ
る
他
自
治
体
に
住
む
友
人
た
ち
の
間

で
非
常
に
評
判
が
よ
く
、
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
「
三
芳
町
に
で

き
て
な
ぜ
ウ
チ
に
で
き
な
い
の
か
！
」

な
ど
な
ど
）
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
り
始

め
た
も
の
と
は
思
い
ま
す
が
、
ず
っ
と

継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
の
負
担
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
）
ま
た
、
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
も
の

も
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
残
し
て
視
聴
で

き
る
よ
う
に
し
て
頂
け
れ
ば
、
あ
り
が

た
く
存
じ
ま
す
。
「
正
式
な
も
の
で
は

な
い
」
「
取
り
消
し
た
発
言
も
残
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
、
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
り
よ
う
に

よ
っ
て
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
検

討
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

傍聴席から
3 月定例会を

傍聴された方から
ご意見・ご感想を
いただきました。

21 2022 年 5月１日　議会だより　みよし　No.184



入間東部地区事務組合報告
令和４年度第１回定例会報告
　３月 25 日に入間東部地区事務組合議会
定例会が開催され、令和４年度入間東部地
区事務組合一般会計予算を含む４議案が承
認されました。令和４年度の予算総額は前
年比 9.7％増の 45 億 50 万９千円で、増
額となった主な要因は消防車両の整備台数
の増（１台→３台）、過去の借入債を借り換
えることによる公債費の増額です。

　入間東部事務組合の運営は、構成市町で
ある富士見市・ふじみ野市・三芳町からの
負担金が歳入総額の 75.3％とほぼ大部分を
占めており、その負担金は消防や斎場運営、
し尿処理により割合は少しずつ異なるもの
の、各市町の均等割り（３市町での等分）と、
人口割などの合計によって決められていま
す。

令和３年中の火災発生状況
　令和３年の富士見市・ふじみ野市・三芳町での火災発生件数は前年
比 18件増の 58件で、三芳町内では 15件となっています。
　これらの火災で残念ながら５名（うち三芳町内３名）の方の命が失
われています。
　三芳町では令和４年度から住宅用火災警報器の購入補助制度が設け
られます。日頃の点検を習慣付けて、火災の発生を未然に防ぎましょう。

２市１町の負担金
令和 4年度
負担金

令和 3年度
負担金 前年度比 増減率

三芳町 ６億 8759 万円 ７億 　17 万円 △ 1258 万円 △ 1.8％

富士見市 13億 2771万円 13億 3629万円 △ 858万円 △ 0.6％

ふじみ野市 13億 7734万円 13億 9231万円 △ 1497万円 △ 1.1％

合計 33億 9264万円 34億 2879万円 △ 3614万円 △ 1.1％

令和３年の火災出火原因
1 位 コ ン ロ ９件（三芳町１件）

2位 そ の 他 ７件（三芳町１件）

3位 配線器具 ６件（三芳町１件）

4位 た き 火 ５件（三芳町１件）

4位 電気機器 ５件
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議会だよりに出てきた用語の
説明です。用語集

　政治的効果や議会の意思を対外的に表明するために行われる議会の議決の
ことをいいます。法令上の根拠を有するものについては一定の法的効果が認
められますが、そうでない場合には単に事実上の政治的・道義的な効力にと
どまります。

※5
決議

（P11）

ひとり暮らしの高齢者や家族と同居しているが日中常に一人になってしま
う高齢者に対して、急病・事故などの緊急時でも無線発信機によって消防署
へ自動的に救助通報が届く町独自のシステム。救助通報を受けた消防署は、
救急車を出動させ救助活動を行います。
自宅の固定電話機に設置しますがシステム機器は無償貸与され、設置費用
は町の負担となります。

※4
緊急時連絡システム

（P7）

二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、森林
等の吸収源による除去量との間の均衡の達成（実質ゼロにする）を目指す
ことを表明した自治体のこと。三芳町も３月26日に「三芳町ゼロカーボン
シティ宣言」を行いました。

※3
ゼロカーボンシティ

（P5）

　議会で審議される議案の多くは町側から提案されますが、議員もしくは委
員会からも発議（提案）することができます。議案の修正や動議の他、意見
書、決議、条例案等が提案されます。

※1
発議

（P2）

表紙写真のご紹介
桜が満開の３月末に竹間沢
東公園で出会った３姉妹。桜
の木の下を仲良く走り抜けて
いました。お話を聞いてみる
と、この春から小学校と幼稚
園にそれぞれ入学入園とのこ
とです。
コロナ禍の影響はまだまだ
続きそうですが、このまま元
気に仲良く成長していってい
ただくことを祈っています。

平成18年６月から設置が義務付けられた壁や
天井に取り付ける警報器。すべての寝室と寝室
がある階の階段に設置する必要があります。

※2
住宅用火災警報器

（P3）
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議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委��

員��

長　
山　
口　
正　
史

副
委
員
長　
本　
名　
　
　
洋

委　
　
員　
井　
田　
和　
宏

委　
　
員　
鈴　
木　
　
　
淳

委　
　
員　
細　
田　
三　
恵

委　
　
員　
増　
田　
磨　
美

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
落　
合　
信　
夫

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
中
、
2

月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た
3
月
定

例
会
が
3
月
23
日
に
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。
例
年
3
月
定
例
会

は
、
来
年
度
の
当
初
予
算
を
審
査
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
予
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
準
備
を
整
え
、
様
々
な

角
度
か
ら
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
暴
挙
に
対
す
る
抗

議
の
声
を
三
芳
町
議
会
か
ら
も
挙
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
ロ
シ
ア
連

邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗

議
す
る
決
議
」
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
未
だ
に
収
束
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
化
は

少
な
か
ら
ず
我
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
限
ら
れ
た
予
算
を
町
民
の
皆
様
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の

か
を
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
そ
の
議
論
の
過

程
を
分
か
り
易
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
親
し

み
の
あ
る
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
お
気
軽
に
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
委
員　

井
田
）

３月 30日（水）に運動公園で「スケアードストレート方式」
による交通安全教室が開催されました。スタントマンにより
目の前で再現される生々しい交通事故の様子を実際に目で見
て理解することで、交通安全に対する意識の向上と事故への
対処法も学ぶことができました。

新型コロナウイルス感染者が現在
も十分に減少せず、さらに拡大する
懸念もあることから、４月23日（土）
に予定していたふれあい座談会（議
会報告会）を延期しました。
今後の感染状況を注視して夏以降

の開催を検討していますので、決定
次第、議会だよりやホームページ等
でお知らせします。

４月 29日（金・祝）から三芳町総合グラウン
ド横の多目的広場にせせらぎ水辺広場がオープン
しました。水遊びもできますので、ぜひご利用く
ださい。

噴 水 の
運 転 期 間

�4 月 29 日（金・祝）～ 9月 25日（日）
の間の土・日・祝日
※夏休み期間は平日も運転

運 転 時 間 10：00～ 16：00
お問い合わせ 三芳町役場　都市計画課公園担当

交通安全教室が実施されました

ふれあい座談会を
延期しましたせせらぎ水辺広場がオープン
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（水）６ 月 １ 日
開会の予定です

三芳町議会
中継ページ

次の議会定例会は

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サ
イトYouTube上でご覧になることができ
ます。本号の記事中にある動画のＱＲコー
ドを読み込むか、右記QRコードにアクセ
スしてください。

　　

※�QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です


